
































































































































タイトル(タイトル表記) 主な登場人物 人物設定 引用されるミュー ジシャン
１　砂の妹（英語） アカシャ アフロピアン ジョビ・ベルナベ
ポロ・ロジーヌ
ミリー・ジャクソン
２　柔らかさを拒まれて アカシャ 既出 ジャン＝ミシェル・ロタン
（仏語） ビジュー カメルー ン出身の移民 アニック＆ジャンクロッド
エリーズ カメルー ン出身の移民 パスカル・ヴァロ
３　幻想即興曲（仏語） アマホロ アフロピアン バム
ミシェル サブサハラ系アフロピアン バロジ、カエ




４　私の愛する男(英語） マライカ アフロピアン ヴァレリー・ボストン
クワメ 英語圏サブサハラ系移民 サンドラ・ンカケ
ミリアム・マケバ














８　エリーズのための エリーズ 既出 ビル・ロコ




ボーナス：ニュービアン・ アマホロ 既出 ウーマック＆ウーマック

















































































































































































































































































































































































Ex. Tu es ngué ? 物入りなの？
c）フランス語の文にドゥアラ語化した英語を混ぜる。
Ex. Je komot(< come out )avec ce type. 私はこの人とつきあっている。
d）フランス語の文に英語の単語を混ぜる。
Ex. Je know( saisのかわりに). 私は知っている。
e）英語の動詞の原型にフランス語の活用語尾を加えて主動詞とする。
Ex. Je knowais( savaisのかわりに)que ~ . 私は知っていた。
f ）フランス語動詞の過去分詞形の代わりに、英語の原形を用いる。
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